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マイクロ流路を連結した有機トランジスタ型化学センサは，検出試料の微量化やリアルタイム

での化学種検出を可能とするため，環境測定やバイオセンシングへの応用が期待されている 1), 2)。

本研究では，水ゲート型有機電界効果トランジスタ (WG-OFET) をマイクロ流路と連結させるこ

とで，水中に含まれる標的種の高感度リアルタイム検出を試みた。有機半導体デバイスとして，

ゲート，ソース，ドレイン電極が平面上に連なるサイドゲート構造を採用し，その上部にポリジ

メチルシロキサン (PDMS) を用いて作製したマイクロ流路を接合させることでゲート電極，チャ

ネル部位にチャンバーを形成した (Figure 1)。分子認識部位を側鎖に有する有機半導体を用いるこ

とで標的イオン種を界面上に捕捉することができる。その際，水溶液と半導体界面に生じる電気

二重層キャパシタンス (EDLC) が変化することで分子認識情報を鋭敏に読み出すことができる 3)。

具体的アプローチとして，銅(II)イオン (Cu2+) に対して結合能を示すポリ[3-(カルボキシペンチ

ル)-チオフェン-2,5-ジイル] (P3CPT)) を有機半導体層として採用したところ，Cu2+-P3CPT 複合体

の形成に伴う連続的なドレイン電流値変化を観測した。現在，Cu2+との競争的な複合体形成を利

用して，他の標的種検出も試みている 4)。本実験結果ならびに詳細は，当日の発表で述べる。 

 

Fig 1. Illustrated structure of the EG-OFET sensor with a microfluidic chamber. 
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